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1 三重県の概要 

三重県 埼玉県 

人口（千人） 1,850 7,123 

面積（平方キロ） 5,777 3,797 

自治体数（H11） 69 92 

自治体数（H24.2） 29 64 

図書館数（市町村立・県立） 39 155 

参考：「都道府県立図書館の統計」（『図書館雑誌』105(8) pp.528-529 2011.8） 

   『日本の図書館 統計と名簿2010』pp.20 

2 三重県立図書館の概要 

三重県 埼玉県 

専任職員数（人） 21 107 

専任うち司書数（人） 13 84 

蔵書冊数（千冊） 813 1,463 

個人貸出冊数（千点） 325 414 

図書館間貸出冊数（冊） 31,545 51,302 

2011年度資料費（千円） 87,100 57,642 

参考：「都道府県立図書館の統計」（『図書館雑誌』105(8) pp.528-529 2011.8） 

2 三重県立図書館の概要 

 創設期 

●1937年 仮事務所での閲覧開始 
●1939年 新館開館 
●1945年 空襲により全館消失 
   資料のほとんどを失う 
●1949年 新館開館 

2 三重県立図書館の概要 

 1994年、三重県総合文化センター内に
新館移転（文化会館、生涯学習セン
ター等との複合施設） 

3 図書館ネットワークとは 

●情報ネットワーク 

 → 三重県図書館情報 
   ネットワークシステム 

●物流ネットワーク 

 → 県立図書館をハブと 

   した宅配便システム 

●人的ネットワーク 
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構築に向けた研究段階 

4 情報ネットワーク構築の歴史 

●1992年 
 三重県図書館ネットワーク 
 問題研究会 発足 

→館種を超えて関係者が集
い、情報・物流などを
研究 

 
●1994年 
 最終報告書 刊行 

研究から開発へ 

4 情報ネットワーク構築の歴史 

●1993年 
 三重県図書館協会ネット 
 ワーク部会 設立 

→研究会の任を引き継ぐ 
 

●1997年 
 システム開発開始 

稼働 

4 情報ネットワーク構築の歴史 

●1999年3月 
 三重県図書館情報ネットワーク稼働 
 
 愛称：MILAI（Mie Library Advanced  
    Information Network System) 
 
 集中型の総合目録データベース 
 ＋独自の相互貸借管理システム 
 

役割の分担 

4 情報ネットワーク構築の歴史 

●県立図書館 
 →システムの開発および運用を行う 
 
●県内図書館 
 →インターネット環境を整えるとともに、

自館の所蔵データの抽出プログラム費用
を負担 

システム更新（業務システムと同時） 

●2005年3月 

 システム更新（MILAI 2） 

 →県立システムとの連携強化 

  個人向けの機能強化 

 

●2010年12月 

 システム更新（MILAI 3） 

 

4 情報ネットワーク構築の歴史 

参加館数の推移 

4 情報ネットワーク構築の歴史 
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県内相互貸借件数の推移 

4 情報ネットワーク構築の歴史 

稼働時（MILAI 1）からの基本機能 

●総合目録機能 
 →県内図書館の蔵書を一括検索できる 
 

●相互貸借管理機能（図書館専用） 
→検索を基に複数館に対し借受依頼を行う

とともに、その後の物流管理もできる 

５ MILAIの機能 

相互貸借管理機能 

●所蔵館を複数選んで貸借依頼が可能 
 →依頼の手間を省略 
 
●一定時間回答がなければ自動的に次の所蔵 
 館へ依頼を転送 
 →依頼が放置されないように 
 
●資料発送から返却までの物流管理が可能 
 →資料到着の予想がつく 

５ MILAIの機能 ６ MILAI 3に求めたこと 

● 各館の動態情報を把握したい 

● 市町立図書館の負担を減らしたい 

システム更新時の２つの要望 

各館の動態情報を把握したい 

 集中型（データ提供型）の欠点 
 県民にとって 
 →各館の動態情報がわからない 
 参加館にとって 
 →借受を依頼する前にわざわざ相手先の 
  WebOPACを検索していた 

データ提供型から横断検索型への移行 

６ MILAI 3に求めたこと 

市町立図書館の負担を減らしたい 

 WebOPACを公開していない図書館もある 

横断検索とデータ提供
の併用型の採用 

 

６ MILAI 3に求めたこと 
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